
材

料M
aterial基 礎 実用化準備 応用化

研究開発段階

32
Theme
テーマ

背　　景
「光学活性化合物」は、医薬品や農薬などの現代社会に必要な幅広い製品に利用されています。本研究では、少量
のキラル源から大量の光学活性化合物を産出でき、効率性・環境調和性にも優れている触媒的不斉合成技術の革新を
図っています。

概要・特徴
有機酸、有機塩基や卑金属を人工の不斉骨格に任意に導入した有機

分子不斉触媒や二核卑金属不斉触媒の開発を行っています。同一触媒
内の反応基質活性化ユニットが協調的に働くことで、高毒性で高価な
レアメタルを用いずとも触媒的不斉反応が効率的に進行し、汎用性の
高い医薬品中間体の環境低負荷型供給の実現が可能となります。

技術内容
　酸－塩基型有機分子不斉触媒
や二核バナジウム金属不斉触媒
を用いると、安価で入手容易な
原料から反応性の高い光学活性
な中間体が発生し、これを連続
反応へと応用することで、右図
のような付加価値の高い複雑な
分子骨格が簡便に合成可能となります。

社会への影響・期待される効果
●プロセスの省資源化・省エネルギー化・環境低負荷化
●新規な光学活性化合物開発における有用な合成手法

▼

二重活性化型不斉触媒の開発と
キラルビルディングブロックの創出
Development and Application of Chiral Dual Catalysts
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